
残すべき記録。
 共有すべき情報。

【シンポジウム】

対応記録はどこまで共有すべきか －医療安全と法の観点から考える情報管理の実際－

【座長】

荒神 裕之（山梨大学大学院総合研究部）

依田 明久（石巻赤十字病院）

様々なトラブル事案や医療事故事案における対応記録の取り扱いは、施設によって大きく異なります。
記録は再発防止や院内での情報共有に有効である一方、共有のあり方によっては新たなリスクも生み出します。
本シンポジウムでは、異なる運用を行う3施設の実践事例と弁護士の視点から、

「カルテ記載の範囲」「内部資料の管理方法」「共有すべき職員の範囲」「法的リスクへの備え」を
具体的に比較検討します。
あなたの施設にとって最適な情報管理とは何か。 ぜひ一緒に考えてみませんか。

【演者】

田中 雅樹（泉大津急性期メディカルセンター）

平井 理心（筑波大学附属病院）

野崎 秀介（松下記念病院）

山崎 祥光（御堂筋法律事務所）
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